
わ
ず
か
な
説
明
の
み
で

資
料
も
な
し

市
議
会
で
は
、
定
例
会
開

会
前
の
全
員
協
議
会
で
、
市

長
提
案
の
議
案
に
つ
い
て
市

執
行
部
が
あ
る
程
度
の
説
明

を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
、
予

算
案
に
つ
い
て
は
計
上
さ
れ

た
主
な
事
業
の
説
明
資
料
も

示
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
11

月
26
日
の
全
員
協
議
会
で
は
、

１
億
９
３
３
５
万
円
も
の
補

正
予
算
案
に
つ
い
て
、
わ
ず

か
な
説
明
の
み
で
、
資
料
は

配
布
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

定
例
会
の
補
正
予
算
案
と

し
て
は
異
例
の
扱
い
で
す
が
、

「
金
額
の
大
き
な
も
の
、
新

し
い
事
業
が
な
い
た
め
」
と

説
明
し
ま
し
た
。

市
民
へ
の
説
明
責
任

し
か
し
、
有
福
温
泉
の
３

つ
の
公
衆
浴
場
の
経
費
９
６

５
万
円
は
、
市
の
管
理
と
な
っ

て
は
じ
め
て
の
計
上
で
す
。

人
件
費
や
維
持
管
理
費
で
す

が
、
何
人
分
で
な
に
を
維
持

す
る
か
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
新
庁
舎
関
連
で
は

「
残
土
処
分
工
事
費
」
と
し

て
２
７
６
３
万
円
が
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は

詳
細
が
ま
っ
た
く
不
明
で
す
。

金
額
が
大
き
い
も
の
で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
連
す
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
付
金
事

業
へ
５
４
３
４
万
円
が
計
上

さ
れ
お
り
、
返
礼
品
に
関
す

る
委
託
料
４
８
５
６
万
円
と

利
用
料
５
６
６
万
円
な
ど
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら

も
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

年
発
生
公
共
土
木
施
設
災
害

復
旧
事
業
で
の
６
０
９
０
万

円
も
、
ど
こ
で
な
に
を
復
旧

す
る
の
か
不
明
で
す
。

就
農
支
援
や
中
小
企
業
支

援
の
補
助
金
な
ど
も
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
目
的
・
対

象
・
内
容
と
も
に
不
明
で
す
。

「
不
明
だ
か
ら
不
正
」
と

は
な
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
か

ら
集
め
た
税
金
を
も
と
に
補

正
予
算
案
を
組
み
立
て
る
の

で
す
か
ら
、
市
民
へ
の
説
明

責
任
と
し
て
市
議
会
へ
情
報

を
提
示
す
べ
き
で
す
。

追
加
で
子
育
て
世
帯
臨

時
特
別
給
付
金

補
正
予
算
案
と
し
て
は
９

日
に
追
加
提
案
が
あ
り
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で

の
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

給
付
金
」
の
費
用
１
億
７
６

３
３
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
資
料
に
よ
れ
ば
、
対

象
は
約
３
３
０
０
人
で
、
12

月
下
旬
よ
り
５
万
円
を
児
童

手
当
の
受
給
口
座
へ
振
り
込

む
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
給
付
金
に
つ
い
て

は
11
月
19
日
の
閣
議
決
定
で
、

自
治
体
の
判
断
で
残
り
５
万

円
を
ク
ー
ポ
ン
で
は
な
く
現

金
給
付
も
可
能
と
さ
れ
、
現

状
で
は
国
の
財
政
措
置
が
な

い
も
の
の
、
10
万
円
の
一
括

給
付
も
で
き
ま
す
。
市
と
し

て
市
民
の
実
情
に
沿
っ
た
対

応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

他
の
自
治
体
の
取
り
組

み
に
あ
わ
せ
て

12
月
定
例
会
に
は
、
来
年

４
月
か
ら
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
を
拡
充
さ
せ
る
条
例
案

も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
小
学
生
は
医
療
費

の
上
限
が
月
額
で
通
院
１
０

０
０
円
・
入
院
２
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
条
例

案
で
は
対
象
を
中
学
生
ま
で

拡
大
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

担
当
課
は
拡
充
の
理
由
と

し
て
、
県
内
外
の
ほ
と
ん
ど

の
自
治
体
で
、
医
療
費
助
成

の
対
象
が
中
学
生
ま
で
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
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悩み・困りごと

ご相談ください

江
津
市
議
会
12
月
定
例
会

市
長
が
１
億
９
３
３
５
万
円
の
補
正
予
算
案
を
提
案

３
日
に
開
会
し
た
江
津
市
議
会
12
月
定
例
会
に
は
、
山
下

市
長
か
ら
１
億
９
３
３
５
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
が
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
拡
充
を
提
案

中
学
生
も
月
額
上
限

通
院
１
０
０
０
円
・
入
院
２
０
０
０
円

テ
レ
ビ
や
防
災
無
線
で

「
還
付
金
サ
ギ
」
に
注
意
す

る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

先
日
、
危
う
く
被
害
に
遭
う

と
こ
ろ
だ
っ
た
方
か
ら
話
を

聞
き
ま
し
た
。

固
定
電
話
に
「
市
役
所
保

健
課
の
ア
オ
キ
」
と
名
乗
る

男
か
ら
「
未
提
出
の
書
類
が

あ
る
の
で
電
話
し
た
。
制
度

改
正
で
払
い
過
ぎ
の
介
護
保

険
料
を
返
す
申
請
書
を
４
月

末
に
送
っ
た
。
申
請
期
限
は

10
月
末
だ
が
、
失
く
し
た
人

も
い
る
の
で
案
内
し
て
い
る
」

と
着
信
が
。
金
額
を
聞
く
と

「
２
万
４
３
０
０
円
」
「
市

役
所
に
来
な
く
て
も
、
金
融

機
関
で
請
求
す
る
方
法
が
あ

る
」
と
説
明
し
一
旦
電
話
を

切
り
、
間
を
開
け
ず
再
度
の

着
信
で
「
金
融
機
関
に
確
認

で
き
た
の
で
、
後
ほ
ど
連
絡

が
来
る
」
と
言
い
ま
す
。

す
る
と
今
度
は
口
座
が
あ

る
は
ず
の
合
銀
で
は
な
く

「
〇
〇
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
◇
◇
」
と
い
う
男
か
ら
の

電
話
で
、
窓
口
取
引
き
の
午

後
３
時
を
過
ぎ
て
い
る
の
に

「
手
続
き
に
な
れ
て
い
な
い

人
に
は
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
、

５
時
ま
で
に
通
帳
と
カ
ー
ド

を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
」

と
。
着
い
た
ら
電
話
す
る
よ

う
連
絡
先
を
メ
モ
さ
せ
た
そ

う
で
す
。

し
か
し
、
携
帯
電
話
へ
登

録
し
よ
う
と
し
て
、
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
と
言
っ
て
い
た
の

に
東
京
０
３
で
始
ま
る
番
号

で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、

「
こ
れ
は
サ
ギ
だ
」
と
市
役

所
へ
電
話
。
「
ア
オ
キ
と
い

う
職
員
は
い
ま
せ
ん
、
警
察

に
相
談
を
」
と
言
わ
れ
「
や

は
り
！
」
。
寸
で
の
と
こ
ろ

で
セ
ー
フ
で
し
た
。

「
還
付
金
は
詐
欺
」
「
Ａ

Ｔ
Ｍ
還
付
は
サ
ギ
」
と
言
わ

れ
て
い
る
の
に
。
お
か
し
い
、

サ
ギ
か
も
知
れ
な
い
と
思
い

つ
つ
「
す
ぐ
に
市
役
所
に
確

認
し
な
か
っ
た
」
と
反
省
さ

れ
て
い
ま
す
。
相
手
は
、
実

に
巧
み
に
、
親
切
そ
う
に
、

考
え
る
猶
予
を
与
え
ま
せ
ん
。

警
察
に
よ
れ
ば
、
市
内
へ

「
市
役
所
保
健
課
の
ア
オ
キ
」

「
介
護
保
険
料
２
万
４
３
０

０
円
返
金
」
と
電
話
が
か
か
っ

て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

『
知
ら
な
い
番
号
か
ら
の

電
話
に
は
出
な
い
』
『
留
守

電
に
す
る
』
『
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
一
度
切
る
』

と
に
か
く
ご
注
意
を
！Ｙ

子



か
か
り
つ
け
医
の
診
断
で

月
２
万
７
３
５
０
円
給
付

『
特
別
障
害
者
手
当
』
は
、

著
し
く
重
い
障
が
い
が
あ
り
、

日
常
生
活
に
常
時
特
別
な
介
護

が
必
要
な
20
歳
以
上
の
人
に
、

月
２
万
７
３
５
０
円
を
支
給
す

る
国
の
制
度
で
す
。
障
害
者
手

帳
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
も
申

請
で
き
、
目
安
と
し
て
は
介
護

認
定
で
の
要
介
護
度
が
４
以
上

と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
肢
体
不

自
由
の
場
合
「
両
上
肢
（
腕
）
」

「
両
下
肢
（
脚
）
」
「
体
幹
」

の
う
ち
、
ど
れ
か
ひ
と
つ
に
当

て
は
ま
る
人
で
、
日
常
生
活
動

作
評
価
表
（
下
表
参
照
・
厚
生

労
働
省
「
障
害
程
度
認
定
基
準
」

か
ら
）
で
、
各
動
作
で
の
評
価

の
合
計
が
10
点
以
上
で
あ
る
こ

と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
・

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
に
入
っ
て
い
る
人

も
対
象
と
な
り
、
病
院
へ
の
入

院
や
老
人
保
健
施
設
・
介
護
療

養
型
医
療
施
設
へ
入
所
し
て
い

て
も
、
３
カ
月
以
内
な
ら
該
当

し
ま
す
。
た
だ
し
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
者
は
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

一
方
で
所
得
制
限
が
あ
り
、

本
人
の
給
与
収
入
の
目
安
は

年
５
１
８
万
円
以
下
（
扶
養

親
族
が
い
な
い
場
合
）
で
す
。

『
特
別
障
害
者
手
当
』
の

申
請
窓
口
は
市
役
所
の
社
会

福
祉
課
で
す
。
事
前
に
社
会

福
祉
課
で
手
続
書
類
と
専
用

の
診
断
書
を
受
け
取
り
、
か

か
り
つ
け
医
で
診
断
書
へ
記

入
し
て
も
ら
っ
て
、
手
続
書

類
と
あ
わ
せ
て
提
出
し
ま
す
。

市
内
で
の
受
給
者
数
は

わ
ず
か
39
人

江
津
市
で
の
『
特
別
障
害
者

手
当
』
の
支
給
状
況
は
、
わ
ず

か
39
人
で
す
。
こ
の
う
ち
で
目

安
と
な
る
要
介
護
度
４
以
上
で

は
、
要
介
護
４
で
１
人
、
要
介

護
５
で
２
人
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

市
内
に
は
要
介
護
４
の
人
が
２

１
７
人
、
要
介
護
５
の
人
が
２

０
１
人
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ

の
少
な
さ
が
際
立
ち
ま
す
。

受
給
者
が
少
な
い
の
は
、
制

度
そ
の
も
の
を
知
ら
な
い
こ
と

が
要
因
の
ひ
と
つ
で
す
。
障
が

い
者
・
高
齢
者
・
介

護
行
政
と
し
て
、
周

知
の
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

赤
旗
で
制
度
を

知
っ
て

記
事
を
読
ん
で
、

「
家
族
が
脳
梗
塞
で

20
年
寝
た
き
り
」
「
自
宅
介
護

で
痰
の
吸
引
や
胃
ろ
う
を
し
て

い
る
。
お
む
つ
も
必
要
で
お
金

が
か
か
る
」
と
党
市
委
員
会
へ

制
度
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
相
談
は
日
本
共
産
党
江
津

市
議
団
（
表
面
に
電
話
番
号
）
、

あ
る
い
は
江
津
市
役
所
の
社
会

福
祉
課
（
℡
０
８
５
５‐

５
２

‐

７
９
３
８
）
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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80
年
前
の
12
月
８
日
は
、
日

本
海
軍
が
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
の
ア

メ
リ
カ
軍
基
地
を
奇
襲
攻
撃
し

た
日
で
す
。
同
時
に
日
本
陸
軍

が
マ
レ
ー
半
島
に
上
陸
し
ま
し

た
。
日
本
が
太
平
洋
戦
争
を
始

め
た
日
で
、
テ
レ
ビ
・
雑
誌
・

新
聞
で
も
様
々
な
角
度
か
ら
特

集
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
戦
争
は
日
本
が
ア
メ
リ

カ
に
よ
る
経
済
制
裁
で
、
石
油

な
ど
の
物
資
供
給
を
止
め
ら
れ

た
た
め
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

「
自
存
自
衛
の
た
め
」
「
ア
ジ

ア
を
植
民
地
支
配
か
ら
開
放
す

る
」
と
当
時
の
日
本
政
府
は
国

民
に
説
明
し
、
「
欲
し
が
り
ま

せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
国
民
を
総
動
員
し
、

最
後
は
「
一
億
玉
砕
」
と
呼
号

し
て
、
１
９
４
５
年
８
月
15
日

ま
で
無
謀
な
戦
争
を
続
け
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
ア
ジ
ア
で
約

２
０
０
０
万
人
の
命
を
奪
い
、

日
本
人
３
１
０
万
人
が
命
を
落

と
し
、
国
土
は
荒
廃
し
て
敗
戦

国
と
な
り
ま
し
た
。

実
態
は
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
侵

略
戦
争
で
す
。
第
一
次
世
界
大

戦
後
に
日
本
も
加
盟
し
た
当
時

の
国
際
連
盟
の
規
約
に
は
「
締

約
国
は
、
戦
争
に
訴
え
ざ
る
の

義
務
を
受
諾
し
」
と
戦
争
そ
の

も
の
を
否
定
す
る
規
定
が
あ
り
、

中
国
に
対
し
て
は
１
９
２
２
年

２
月
に
九
カ
国
条
約
（
日
本
・

ア
メ
リ
カ
・
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ

ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
・

ポ
ル
ト
ガ
ル
・
イ
ギ
リ
ス
・
中

国
）
で
も
、
領
土
保
全
・
主
権

尊
重
・
門
戸
解
放
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
、
平
和
的
な
関
係
が
確

立
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
は
こ
れ
に
反
し
て
、
軍

事
侵
攻
し
満
州
事
変
・
日
中
戦

争
を
起
こ
し
て
世
界
か
ら
非
難

さ
れ
、
「
中
国
か
ら
撤
兵
を
」

と
迫
ら
れ
て
も
こ
れ
を
拒
否
し

て
国
際
連
盟
も
脱
退
。
そ
の
た

め
、
経
済
制
裁
が
行
わ
れ
た
の

で
あ
り
、
「
自
存
自
衛
」
は
戦

争
の
言
い
訳
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

戦
後
、
日
本
国
憲
法
が
制
定

さ
れ
戦
争
放
棄
・
交
戦
権
否
定
・

非
武
装
な
ど
、
平
和
国
家
と
し

て
再
出
発
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

最
近
の
自
民
党
は
「
敵
基
地
攻

撃
論
」
を
主
張
し
、
憲
法
上
の

制
約
を
取
り
払
う
必
要
か
ら
、

憲
法
改
悪
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

「
敵
基
地
攻
撃
」
は
先
制
攻

撃
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
外
国

に
攻
め
込
む
極
め
て
危
険
な
政

策
を
許
す
と
、
国
家
存
亡
に
関

わ
る
重
大
な
事
態
を
招
き
ま
す
。

歴
史
の
教
訓
か
ら
、
「
日
本
国

憲
法
を
守
れ
」
と
戦
争
へ
の
道

を
許
さ
な
い
行
動
を
九
条
の
会

は
広
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

文
責
・
佐
々
木
忠
且

お

悔

や

み

申

し

あ

げ

ま

す

（
敬
称
略
）

敵

基

地

攻

撃

と

結

ぶ

憲

法

改

悪

要
介
護
４
以
上
で
受
給
の
可
能
性

『
特
別
障
害
者
手
当
』
っ
て
な
に
？

11
月
14
日
付
の
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
日
曜
版
で
特
集
さ
れ
た
『
特
別

障
害
者
手
当
』
に
つ
い
て
、
読
者
の
方
か
ら
日
本
共
産
党
江
津
市

委
員
会
へ
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

９
日

８
日

８
日

７
日

７
日

７
日

６
日

佐

々

木

康

規

岩

本

奈

美

江

橋

本

茂

横

田

忠

夫

山

藤

美

智

枝

橋

岡

節

江

黒

川

ミ

チ

（
72
）

（
85
）

（
91
）

（
89
）

（
84
）

（
91
）

（
93
）

有

福

温

泉

町

桜

江

町

今

田

都

野

津

町

敬

川

町

二

宮

町

和

木

町

波

子

町

日常生活動作評価表
動作 評価

タオルを絞る（水

を切れる程度）

・ひとりでできる…０点

・ひとりでできても

上手くできない…１点

・ひとりでは

全くできない…２点

座る（正座、横す

わり、あぐら、脚

なげだし姿勢を維

持する）

立ち上がる

片足で立つ

階段の昇降

とじひもを結ぶ

・５秒以内にできる…０点

・10秒以内にできる…１点

・10秒ではできない…２点

かぶりシャツを

着て脱ぐ
・30秒以内にできる…０点

・１分以内にできる…１点

・１分ではできない…２点
ワイシャツの

ボタンをとめる


